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分子科学研究所が紡ぐ、分子科学コミュニティ

所長からのメッセージ

分子研の創立は1975年4月ですが、
日本学術会議から分子研設置が内閣総
理大臣に勧告されたのは1965年12
月です。当時を振り返ってみると、東
京オリンピック開催が1964年、大阪
万博は1970年です。まさに「高度経
済成長」まっただ中の時代です。大学
における学術研究も、欧米の研究に追
いつき、追い越そうと非常に活気に満
ちていましたが、大学の研究設備は不
十分でした。自分の大学に設置されて
いない装置が揃い、「あそこに行けば何
とかなる」という存在が分子研であり、
同時に、実験結果について分子研の研
究者と議論し、研究をさらに深化させ
る事が出来る重要な場であったと思い
ます。これこそが、「大学共同利用機関」
の存在意義です。
1979年には、「Japan as Number 

One: Lessons for America」という
本が刊行される程で、当時の日本の好
景気はその後の学術研究を資金面で支
える原資となり、1990年代には研
究予算が大幅に増額されました。それ
に伴い、日本の学術研究も大きく発展
し、世界を牽引するレベルに達します。
ところが、2000年以降、学術研究

予算は概ね横ばい状態となり、日本の
学術研究の「国際的な競争力が落ちて
きている」と指摘されるようになりま
す。電気代をはじめとする諸物価，人
件費の高騰により、最近は、研究大学
や分子研といえども、一～二億円程度
の実験機器を自前で購入する事が難し
くなっています。数億円から十億円超
の中型機器に至っては、概算要求や補
正予算でもなかなか整備されない状況
です。こうした現在の状況は、「右肩
上がり、右肩下がり」の違いはあるも
の、1975年当時とよく似ていると思
います。今まさに、分子研など大学共
同利用機関が保有する装置や設備を充
実させ、全国の研究者が、いつでも活
用できる環境を整備する時だと思いま
す。従って、大学間連携等を通じて高
額な実験機器の共同利用を積極的に進
めようとする最近の文科省の施策は重
要です。
分子研の創立当時は、「物質科学研

究の基礎」となる概念や原理を確立す
る研究が中心で、比較的単純な構造
の分子が取り扱われていました。その
後、研究の対象は、より複雑な分子へ
と拡大されます。複雑系の一つが蛋白
質等の生体物質です。そこで、2000
年、岡崎の三研究所が、それぞれの視
点を活かしながら生命の謎に迫る統合

バイオサイエンスセンターを設置しま
した。分子研にとっては、異分野融合
による新たな研究分野開拓へのチャレ
ンジです。そして昨年度、分子研と生
理研、そして生命創成探究センターが
合同で新たな研究領域にチャレンジす
る「スピン生命科学コア」という研究
組織を立ち上げました。スピン生命科
学コアでは、医療現場でも使われてい
るMRIや、化学者･物理学者が使って
いるNMR、EPRなど磁気共鳴装置の原
理に立ち返り、常磁性化学種などを扱
う合成系の研究者を巻き込んで、磁気
共鳴を共通のキーワードとする新たな
学術研究分野の創成を目指しています。
分子研のミッションは「分子の性質

を明らかにする事」ですが、その基本
となる原子の量子力学的な振る舞いの
基礎研究が、20年以上に亘って分子研
で続けられており、その成果を基に冷
却原子方式の量子コンピュータ開発へ
と研究が進んでいます。これも基礎研
究の成果に基づく新たな研究分野開拓
への挑戦と呼べるものです。
このように、分子研は50年の歴史で

継承すべき点は継承しながらも、研究
課題の見直しや組織改革などを通じて、
物質科学の本質に迫る最先端の研究を
展開しています。

渡辺 芳人 分子科学研究所 所長

50年を経て思うこと
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20年間お世話になった分子研。48
年前、MITでポスドクをしていた時、
創立されたばかりの分子研への誘いが
あった。豊橋から名鉄線で緑豊かな沿
線を楽しみ東岡崎へ。牧場のような長
い木戸を押し開け敷地に入ると、半分
建った5階建ての実験棟があり、敷地
内には雉が出没していた。スイカの皮
を投げれば、兜虫や鍬形虫が群がるよ
うな場所だった。そこから分子研は急
速に発展していった。
特別奨励研究員（3年）として、創

立期の興奮を味わった分子研は不夜城

だった。分子研助教授の時代（11年）
には、独り立ちしたばかりの研究者に
とって理想的な研究体制があり、若い
研究者に無限の自由と機会を与えてく
れた。分子研で培った研究テーマが名
古屋大学時代（15年）の研究の糧とな
り、多くの学生に冒険的なテーマを与
えることができ、研究の幅も広がった。
また、生命科学、地球科学、宇宙科学、
社会科学など広い科学分野の研究者と
深く交わることができた。
2010年から2016年まで分子研の

所長を務めた。当初、大学に比べやや

暗い雰囲気があった分子研で、その小
回りの利く有利さを活かし、いくつか
の試みを行った。博士取得後間もない
若手が独立研究室を持つ若手フェロー
（特任准教授）制度を創設し、分野を
問わない若手3教授の同時公募も実施
した。さらに、多体分子系の協奏的反
応を探る「協奏分子システム研究セン
ター」を創設。新しい時空間測定法な
どを目指す「メゾスコピック計測研究
センター」の計画案も作成した。
学問は知りたいという止み難い衝

動に動かされ多くの失敗を経て僥倖に
よって生まれ、人間の原点・座標軸を
与えるものであると思います。これか
らの50年も、分子研がそのような学問
の府として在り続け、学問の中心テー
マを創出し、また常に若い人材を育成
する場であることを期待しています。

先輩の先生方の先見性のある深い洞
察と見識に基づいた画期的な体制と人
事政策によって分子研は国内的には勿
論のこと、国際的にも「分子研に招待
されたら箔が付く」と言われる様な卓
越した研究拠点として発展してきまし
た。学術行政のあり方や財政状況の厳
しさに加えて、世の中に蔓延する「応
用研究重視の風潮」や「哲学の欠如」
とも戦い、それらに惑わされることの

無いように、新しい科学の誕生を目指
して研鑽を続けられることを願ってい
ます。常に問題の本質が何処にあるの
かを見極める努力を行い、現象論では
なく根本からの解明を目指してくださ
い。また、「本邦初公開」的な研究で
はなく、真に独創性のある研究を推進
してください。異なる分野間の交流
も、言うまでもなく、新しい観点や手
法を学び複眼的視点を獲得するのに大

変重要です。しっかりとした哲学を持
ち、「真、善、美」の意識とその上に
あると言う「妙」の意識を持って下さ
い。分子科学は物理、化学、生物の広
い分野に跨る基礎科学として益々その
重要性が増していると思います。垣根
を越えて広い視野を持った元気な若手
が育って行くことを祈っています。茶
道の祖である千利休の言葉に「守・破・
離」の哲学があります。「守」は自分の
分野の教えをしっかりと身につけるこ
と、「破」はその上で殻を破って新しい
世界を学ぶこと、そして、「離」は新し
い世界を開き独自の境地を生み出すこ
とです。分子研が自由闊達な学問の梁
山泊として新しい世界を切り開いてい
くことを祈っています。

歴代所長からのメッセージ

中村 宏樹 分子科学研究所 第六代所長
更なる発展に期待

大峯 巖 分子科学研究所 第七代所長
分子研と私の20年間




